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研究成果の概要（和文）： 
平成 22 年～24 年度の 3 カ年におよぶ共同研究によって、近畿地方の伝統的地方都市：

伊賀上野における敬語行動の特徴を社会言語学的観点から総合的に分析し、一次調査以後
60 年の言語行動の変化とその要因を明確にするとともに、日本の都市をフィールドとした
新しい言語研究の方法を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
For three years from 2010 to 2012, we conducted collaborative research on a 
traditional regional city, namely Iga-Ueno. We performed comprehensive analyses of 
the honorifics from a sociolinguistics standpoint. Sixty years after the first Iga-Ueno 
survey, we clarified the factors behind changes in language behavior, and proposed 
new research methods for field research in urban areas. 
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１．研究開始当初の背景 
三重県伊賀上野(現伊賀市)は、昭和 27 年

度国立国語研究所が、敬語と敬語意識につい
て調査した近畿中央方言域にある伝統的地
方都市である。 
第 1次調査以降、日本社会も大きく変化し、

この間の敬語使用と敬語意識の変遷を解明
するためには、第２次調査を行うことが不可
欠であった。 

また、国語史ならびに方言国語史からの観
点からも、京都・大阪の中心地から地域社会 
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への方言伝播とそのプロセスを都市がもつ
中心性および拠点性から考察することは、方
言研究ならびに社会言語学的観点から枢要
かつ緊急の課題であった。 
 
２．研究の目的 
三重県伊賀上野(現伊賀市)における昭和 27 

年実施の敬語と敬語意識に関する第１次調
査との経年比較による、60 年間の敬語使用と
敬語意識の変遷を解明および地方都市の敬
語使用ならびに敬語意識の調査をとおして、
中心地から地域社会への方言伝播とそのプ
ロセスを、都市がもつ中心性および拠点性か
ら考察する。 
 
３．研究の方法 
近畿地方の歴史的・文化的特性が日本語の

敬語形成にどのように関わっているのかを
明確にするとともに、伊賀上野で認められる
言語現象を、文化人類学、社会言語学等の研
究者が共同で、長期間フィールドワークを実
施することで、総合的に分析・検討する方法
をとった。 
 研究代表のもとに総括班を置くとともに、
言語地理学グループは、「方言圏形成モデル
の構築」「データベースの構築」「企画調
査:GIS による調査研究」を。言語行動研究
グループは、「第１次上野調査の分析」「敬語
と敬語意識の研究」「経年調査の計画と実施」
を。社会言語学グループは、「地域特性モデ
ルの構築」「都市の言語景観研究」「企画調
査：社会言語学的調査研究」を実施した。 
 
４．研究成果 
平成 22～24 年度におよぶ３カ年の調査研

究をもとに、データ集として『伝統的地方都
市の敬語行動-伊賀上野における第２次調査
データ-』・『伊賀上野言語地図』・『伝統的地
方都市；上野-暮らしとその変化』を編集し
た。 
また、これらにもとづき、国立国語研究所

が実施した第 1次調査との経年比較を松丸真

大（研究分担者）が、また愛知県岡崎市との
都市間比較を阿部貴人（連携研究者）が中心
となってすすめ、地域言語研究会平成 24 年
度第１回研究報告会ならびに成果報告書『都
市・社会・言語』にて報告をおこなった。 
 加えて言語地理学的な観点から地方都市
伊賀上野中心部と周辺地域との関係性なら
びに地方都市伊賀上野と近畿地方中心部で
ある大阪との関係性について、岸江信介（研
究分担者）、大西拓一郎（連携研究者）、高木
千恵（研究協力者）、鳥谷善史（連携研究者）
らを中心に分析をすすめ上記研究報告会な
らびに『都市・社会・言語』にて報告をおこ
なった。 
 このほかダニエル・ロング（研究分担者）、
張守祥（研究協力者）、今村圭介（研究協力
者）によって、定住外国人を対象とした言語
景観調査をすすめ、その分析結果を上記研究
報告会にて発表するとともに成果報告書『伊
賀上野に見られる多言語景観』として刊行し
た。 
また、髙岡弘幸（研究分担者）、乾誠二（連

携研究者）、平松豊作（研究協力者）、加田芳
英（研究協力者）等の民俗学や人文地理学ら
の研究者によって、伊賀上野の都市特性に関
する分析をすすめ、上記研究会ならびに『都
市・社会・言語』にて報告をおこなうととも
に、資料集『きっぷと資料で見る関西線と伊
賀鉄道の歩み』を刊行した。 
 以上、伊賀上野を対象とした３年間にわた
る多分野総合型の共同調査・共同研究によっ
て、日本の都市をフィールドとした新しい言
語研究の方法を示しえたと考えている。 
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